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特集２
今年度の活動を振り返って
朝日庄内森林環境保全ふれあいセンター

朝
日
山
地
森
林
生
態
系
保
護
地
域
で
の
活
動

 　

朝
日
山
地
森
林
生
態
系
保
護
地
域
は
、「
東
北

の
ア
ル
プ
ス
」
と
も
い
わ
れ
る
朝
日
連
峰
の
中
核

部
に
位
置
し
、
白
神
山
地
と
遜
色
の
な
い
規
模
の

ブ
ナ
林
、
高
山
植
物
な
ど
多
種
多
様
な
植
物
が
分

布
。
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
カ
モ
シ
カ
、
イ
ヌ
ワ
シ
等

の
動
物
が
生
息
す
る
自
然
環
境
豊
か
な
地
域
で
、

平
成
15
年
３
月
に
東
北
・
関
東
森
林
管
理
局
管
内

に
ま
た
が
る
約
７
万
ha
の
森
林
に
設
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
貴
重
な
森
林
を
保
全
管
理
す
る
た
め
、
地

元
住
民
、
山
岳
会
、
渓
流
釣
り
協
議
会
、
学
識
経

験
者
等
か
ら
な
る
管
理
委
員
会
を
設
置
し
て
、
管

理
状
況
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
に
係
る
事
項
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
約
90
名
の
巡
視

員
を
委
嘱
し
、
巡
視
活
動
の
開
始
期
、
終
了
期
に
、

巡
視
活
動
の
計
画
、
そ
の
結
果
等
に
つ
い
て
相
互

の
情
報
交
換
を
行
う
巡
視
員
会
議
の
開
催
、
シ
ー

ズ
ン
期
間
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
巡
視

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
森
林
管
理
局
、
森
林
管
理
署
職
員
と

巡
視
員
に
よ
る
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
泡
滝
ダ
ム

か
ら
大
朝
日
小
屋
を
経
て
古
寺
鉱
泉
に
下
る
縦
走

コ
ー
ス
、
朝
日
鉱
泉
か
ら
鳥
原
山
を
経
て
大
朝
日

岳
に
向
か
い
、
朝
日
鉱
泉
（
古
寺
鉱
泉
）
に
下
る

２
コ
ー
ス
で
、
登
山
の
安
全
と
マ
ナ
ー
向
上
に
つ

い
て
の
普
及
・
啓
発
、
ゴ
ミ
や
設
置
標
識
の
状
況

確
認
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
雨
に
遭
わ
な
か
っ
た

も
の
の
、
厳
し
い
陽
射
し
と
炎
天
下
の
中
で
、
体

調
を
維
持
し
な
が
ら
無
事
踏
破
す
る
こ
と
の
難
し

さ
を
実
感
し
ま
し
た 

。

　

縦
走
コ
ー
ス
で
は
、
始
め
の
う
ち
は
ブ
ナ
林
の

中
を
進
み
、そ
の
後
、大
鳥
池
か
ら
稜
線
ま
で
登
っ

て
い
く
と
、
次
第
に
視
界
が
開
け
て
き
ま
す
。

　

以
東
岳
ま
で
来
る
と
主
稜
線
の
山
々
、
そ
の
先

に
三
角
錐
の
端
正
な
形
を
し
た
大
朝
日
岳
の
パ
ノ

ラ
マ
が
目
の
前
に
広
が
り
ま
す
。

　

登
山
口
か
ら
大
朝
日
岳
へ
至
る
ル
ー
ト
は
ど
れ

も
ア
プ
ロ
ー
チ
が
長
く
、
楽
な
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
高
山
植
物
、
雪
渓
、
ど
っ
し
り
と
し
た

山
容
が
創
り
出
す
自
然
景
観
は
、
こ
の
場
所
で
し

か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ

け
に
、
目
に
し
た
時
の
喜
び
や
感
動
も
ひ
と
し
お

で
す
。

　

こ
の
後
、
小
朝
日
岳
か
ら
大
朝
日
岳
に
か
け
、

ハ
バ
チ
の
一
種
（
マ
ツ
ノ
ク
ロ
ホ
シ
ハ
バ
チ
）
の

幼
虫
が
発
生
し
て
い
る
と
聞
き
、
９
月
中
旬
に
、

局
、
セ
ン
タ
ー
、
関
係
署
の
職
員
に
よ
り
生
息
状

況
の
確
認
・
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
約
一
月
前
に

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
虫
も
、
登
山
道
沿
い
の
ハ
イ

マ
ツ
に
か
な
り
の
数
を
確
認
し
た
た
め
、
捕
殺
作

業
も
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
昨
年
以
上
の
発
生
と

な
る
の
か
予
想
が
つ
か
な
い
も
の
の
、
貴
重
な
高

山
帯
の
生
態
系
へ
大
き
な
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

大朝日岳へと続く主稜線（西朝日岳～大朝日岳：８月）

竜門山を目前にした朝焼（竜門小屋：８月）マツノクロホシハバチの生息状況調査
（小朝日岳～大朝日岳：９月）

大朝日岳、小朝日岳をバックに
（鳥原山～小朝日岳：８月合同パトロール）
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ま
た
、
10
月
中
旬
に
は
、
森
林
生
態
系
保
護
地

域
で
は
局
内
で
初
め
て
の
、
人
工
林
か
ら
天
然
林

へ
の
誘
導
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
保
全
利
用

地
区
内
に
含
ま
れ
る
人
工
林
に
つ
い
て
、
将
来
は

天
然
林
に
導
く
こ
と
と
管
理
計
画
に
定
め
て
お

り
、
鶴
岡
市
大
鳥
川
の
上
流
部
に
位
置
す
る
庄
内

森
林
管
理
署
管
内
の
国
有
林
で
、
自
然
再
生
の
森

林
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
秋
季
の
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
重
複
す

る
中
、
小
学
生
を
含
む
約
30
名
が
参
加
者
し
、
午

前
中
に
雪
害
を
受
け
た
ス
ギ
人
工
林
の
被
害
木
等

を
鋸
を
使
っ
て
伐
倒
し
た
り
、
玉
切
り
し
た
丸
太

を
移
動
し
た
り
す
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
お
昼

は
山
の
中
で
の
弁
当
・
き
の
こ
汁
に
舌
鼓
を
打

ち
、
午
後
は
、
ス
ギ
丸
太
を
輪
切
り
に
し
て
コ
ー

ス
タ
ー
づ
く
り
を
し
た
り
、
地
域
の
自
然
を
守
る

取
組
に
つ
い
て
話
を
聞
く
な
ど
し
て
、
秋
の
深
ま

り
ゆ
く
朝
日
山
地
で
の
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
理
解
・
協
力
者
を
増
や
し
て
、
継
続

的
・
着
実
に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

庄
内
海
岸
林
で
の
活
動

　

庄
内
海
岸
林
は
、
秋
田
県
に
接
す
る
遊
佐
町

か
ら
鶴
岡
市
湯
野
浜
に
か
け
て
広
が
る
、
約

２
千
５
百
ha
の
ク
ロ
マ
ツ
を
主
と
す
る
森
林
で
、

先
人
た
ち
が
築
い
た
地
域
遺
産
を
次
代
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
、
民
有
林
と
国
有
林
が
一
緒
に

な
っ
て
、
ク
ロ
マ
ツ
林
の
保
全
活
動
が
活
発
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
海
岸
林
の
一
角
に
接
す
る
酒
田
市
の
西
荒

瀬
保
育
園
で
は
、
園
児
を
対
象
と
し
た
森
林
環
境

教
育
「
み
ど
り
の
保
育
園
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

平
成
22
年
に
は
、
ク
ロ
マ
ツ
林
の
一
部
を
庄
内

森
林
管
理
署
と「
遊
々
の
森（
し
ん
ち
ゃ
ん
の
森
）」

の
協
定
を
締
結
し
、
野
外
活
動
の
場
と
し
て
活
用

し
て
い
る
ほ
か
、
当
セ
ン
タ
ー
で
も
、
年
間
を
通

じ
て
、ク
ロ
マ
ツ
林
の
草
刈
り
、「
ク
ロ
マ
ツ
の
歌
」

の
野
外
練
習
、
キ
ノ
コ
の
駒
打
ち
、
冬
の
渡
り
鳥

の
観
察
、
木
工
品
づ
く
り
等
自
然
や
木
と
ふ
れ
あ

う
体
験
活
動
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
毎
回
保
育
園

児
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
み
ど
り
の
保
育
園
」
に
よ
る
取
組
は
、

積
極
的
な
発
信
を
し
て
お
り
、
園
児
た
ち
は
、
６

月
に
鶴
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
「
や
ま
が
た
森
の
感

謝
祭
」
で
、「
ク
ロ
マ
ツ
の
歌
」、「
庄
内
米
の
歌
」

を
大
観
衆
の
前
で
堂
々
と
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、先
生
方
12
名
に
よ
る
「
チ
ー
ム
西
荒
瀬
」

は
、
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
「
い
わ
て
・
東
北
の

森
づ
く
り
活
動
報
告
会
」で
、「
し
ん
ち
ゃ
ん
の
森
」

で
の
園
児
た
ち
の
活
動
や
そ
の
成
長
ぶ
り
に
つ
い

て
、
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
酒
田
の
日
和
山
楽
団
が
作
っ
た
と
い
う

「
森
づ
く
り
の
詩
」
の
合
唱
を
交
え
た
個
性
的
な

発
表
は
、
会
場
内
を
和
や
か
な
雰
囲
気
に
し
、
保

育
園
で
の
環
境
教
育
の
取
組
に
つ
い
て
、
参
加
者

に
も
強
く
印
象
を
与
え
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

  　

こ
こ
に
記
述
し
た
ほ
か
に
も
、
朝
日
山
地
森
林

生
態
系
保
護
地
域
等
で
体
験
活
動
型
の
森
林
環
境

教
育
を
行
う
「
朝
日
自
然
塾
」、
最
上
川
ス
キ
ー

場
跡
地
（
土
湯
の
森
）
で
の
森
林
再
生
等
の
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
朝
日
山
地
森
林
生
態
系
保
護
地

域
を
始
め
と
す
る
森
林
生
態
系
の
保
全
・
再
生
に

つ
い
て
、
地
域
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
連
携
・
協

力
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

山形大学との植生モニタリング調査（戸沢村「土湯の森」：10月）

チーム西荒瀬による「みどりの保育園」の活動報告（岩手大学：11月）

スギ人工林から天然林への誘導の取組（鶴岡市大鳥国有林：10月）
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